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史
料
紹
介梶

山
季
之
が
編
集
し
た
『
ス
ク
リ
ー
ン
ひ
ろ
し
ま
』

小　
　

田　
　

和　
　

美

は
じ
め
に

　

作
家
・
梶
山
季
之
（
一
九
三
〇
年
一
月
二
日
～
一
九
七
五
年
五
月
一
一
日
）
が
、

広
島
高
等
師
範
学
校
在
学
中
に
発
行
に
か
か
わ
っ
た
幻
の
映
画
雑
誌
『
ス
ク
リ
ー

ン
ひ
ろ
し
ま
』
が
見
つ
か
っ
た
。

　

こ
の
雑
誌
の
存
在
は
、
梶
山
と
広
島
高
師
の
同
級
で
あ
り
、
同
人
誌
『
天
邪
鬼
』

の
仲
間
で
も
あ
っ
た
坂
田
稔
氏
が
梶
山
没
直
後
に
著
し
た
追
悼
文
「
出
逢
い
と
別

れ（
１
）」

で
《『
天
邪
鬼
』
を
出
す
前
に
、
彼
と
『
ス
ク
リ
ー
ン
ひ
ろ
し
ま
』
と
い
う

映
画
雑
誌
を
出
し
た
こ
と
が
あ
る
》、
し
か
し
《
財
政
が
続
か
ず
一
号
で
つ
ぶ
れ

て
し
ま
っ
た
》
と
紹
介
し
て
い
た
。

　
『
ス
ク
リ
ー
ン
ひ
ろ
し
ま
』
は
、
戦
後
初
の
広
島
の
映
画
雑
誌
と
言
わ
れ
、

一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
）
五
月
に
同
人
組
織
で
発
行
、
梶
山
季
之
も
同
人
に
加

わ
っ
て
い
た
と
伝
わ
っ
て
い
る（

２
）。

し
か
し
、
現
物
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
内
容
や
梶

山
の
関
わ
り
方
も
不
明
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
発
行
時
期
か
ら
考
え
て
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
に
当
た
っ
た
と
こ
ろ
、
国
会

図
書
館
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
て
冊
子
の
全
容
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
は
分
か
ら
な
い
冊
子
の
サ
イ
ズ
や

色
は
、
坂
田
稔
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

冊
子
内
に
は
、
梶
山
季
之
の
署
名
記
事
「
映
画
の
知
識
・
テ
ク
ニ
カ
ラ
ー
映
画

に
就
い
て
」
と
、梶
山
執
筆
と
推
測
さ
れ
る
「
映
画
館
め
ぐ
り
・
東
洋
座
（
廣
島
）」

が
あ
る
。
こ
の
二
文
を
紹
介
し
、
ま
た
梶
山
と
映
画
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し

た
。

凡
例

一
、�

仮
名
づ
か
い
は
原
文
の
ま
ま
、
字
体
は
常
用
漢
字
、
人
名
用
漢
字
は
表
記
通

り
の
字
体
を
使
用
し
た
。

一
、�

引
用
部
分
は
《　

》
で
示
し
、出
典
は
後
記
し
た
。
本
題
で
あ
る
『
ス
ク
リ
ー

ン
ひ
ろ
し
ま
』
を
引
用
し
た
部
分
に
は
特
に
出
典
を
示
し
て
い
な
い
。

一�
、引
用
史
料
二
点
は
、原
文
に
合
わ
せ
た
横
書
き
表
記
で
最
終
頁
に
掲
載
し
た
。
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一
　『
ス
ク
リ
ー
ン
ひ
ろ
し
ま
』
の
構
成
と
内
容

（
一
）
形
　
態

　

一
二
頁
編
成
、
横
書
き
本
文
、
左
開
き
、
表
紙
背
文
字
入
り
、
旧
漢
字
使
用
。

　

坂
田
氏
の
記
憶
で
は
、
冊
子
の
サ
イ
ズ
は
、
Ａ
五
判
（
一
四
八
×
二
一
〇
ミ
リ
）

程
度
。
そ
の
サ
イ
ズ
で
測
る
と
、最
も
小
さ
い
活
字
（
裏
表
紙
の
監
督
や
俳
優
名
）

が
五
・
五
ポ
イ
ン
ト
（
八
級
）、
逆
に
そ
の
活
字
が
最
小
五
ポ
イ
ン
ト
（
七
級
）
と

す
る
と
、
冊
子
サ
イ
ズ
は
一
回
り
小
さ
い
Ｂ
六
判
（
一
二
八
×
一
八
二
ミ
リ
）
と

な
り
、
こ
の
ど
ち
ら
か
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
文
は
一
色
。
表
紙

の
み
二
色
刷
り
で
、
表
紙
の
タ
イ
ト
ル
文
字
バ
ッ
ク
が
ピ
ン
ク
色
で
は
な
か
っ
た

か
と
い
う（

３
）。

（
二
）
頁
構
成

　

第
一
頁
（�

表
紙
）　

タ
イ
ト
ル
文
字
・
ス
ク
リ
ー
ン
ひ
ろ
し
ま　

SCREEN
�

H
IRO
SH
IM
A
�N
o1

、
写
真
・
女
優
イ
ン
グ
リ
ッ
ト
・
バ
ー
グ
マ

ン

　

第
二
頁　

�「
懸
賞
募
集
・
生
き
て
い
る
似
顔
」

－

バ
ー
グ
マ
ン
・
月
岡
千
秋
・

池
辺
良
に
似
て
い
る
人
を
募
集
、「
創
刊
の
言
葉
・
川
西
恒
夫
」、「
撮

影
所
便
り
」－

東
宝
・
大
映
京
都
・
松
竹
大
船
で
制
作
撮
影
中
映
画

の
紹
介

　

第
三
頁　

�「
ス
タ
ー
伝
記
（
１
）
ベ
テ
イ
・
デ
ヴ
イ
ス
」、
広
告
・
松
竹
座

　

第
四
頁　

�「
映
画
の
知
識
・
テ
ク
ニ
カ
ラ
ー
映
画
に
就
い
て
・
梶
山
季
之
」、「
私

は
誰
で
せ
う
」、
広
告
・
東
洋
座

　

第
五
頁　

�「
く
り
ご
と
・
高
木
善
次
」、「
名
士
映
画
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

好
き
な

俳
優
と
映
画
・
濱
井
市
長
、
筒
井
女
史
」、
広
告
・
太
陽
館

　

第
六
頁　

�「
監
督
プ
ロ
フ
ィ
ル
・
山
本
嘉
次
郎
」、「
ア
メ
リ
カ
映
画
の
郷
愁
・

芥
川
壽
夫
」、
広
告
・
福
屋
名
画
劇
場

　

第
七
頁　

�「
話
の
泉
」「
ス
タ
ヂ
オ
紹
介
（
Ａ
）・
大
映
株
式
会
社　

京
都
撮
影

所
」、
広
告
・
国
際
劇
場

　

第
八
頁　

�

映
画
紹
介
「
花
婿
三
段
跳
び
」「
ア
ラ
ス
カ
珍
道
中
」、
広
告
・
銀
座

東
宝
劇
場

　

第
九
頁　

�

映
画
紹
介
「
流
星
」「
地
下
街
の
弾
痕
」、「
お
願
ひ
！
」

－

読
者
欄

予
告
、
広
告
・
広
島
劇
場

　

第
一
〇
頁�　

映
画
紹
介「
哀
愁
」、「
映
画
館
め
ぐ
り
・
東
洋
座（
廣
島
）・（
Ｋ
）」、

広
告
・
日
本
劇
場

　

第
一
一
頁�　

五
月
の
封
切
映
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
私
は
誰
で
せ
う
・
話
の
泉
回

答
、
奥
書
（
編
集
同
人
・
発
行
日
・
発
行
所
・
印
刷
所
）

　

第
一
二
頁�

（
裏
表
紙
）　
「
五
月
の
推
薦
映
画
」「
ア
メ
リ
カ
映
画
・
二
重
生
活
」

「
欧
州
映
画
・
幻
想
交
響
楽
」「
日
本
映
画
・
森
の
石
松
」

（
三
）
奥
　
付

　
　

昭
和
二
四
年
五
月
一
日
発
行

　
　

発
行
所　

廣
島
市
紙
屋
町
三
四

　
　
　
　
　
　

ス
ク
リ
ー
ン
ひ
ろ
し
ま
出
版
社

　
　

定　

価　

一
〇
円

　
　

編
集
人　

川
西
恒
夫
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印
刷
所　

廣
島
市
紙
屋
町
三
四

　
　
　
　
　
　

廣
榮
印
刷
株
式
会
社

　
　

印
刷
人　

木
村
智
郎

（
四
）
編
集
同
人

　

編
集
同
人
に
は
梶
山
を
含
め
て
八
人
の
氏
名
が
あ
る
。氏
名
の
み
の
掲
示
だ
が
、

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
雑
誌
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
当
時
の
肩
書
き
や
執
筆
物
を
加
え

る
と
、
掲
載
順
に
次
の
よ
う
に
な
る
。（　

）
内
は
検
索
出
典
。

　
　

川
西
恒
夫　

�

中
国
新
聞
社
整
理
次
長�
（『
芸
備
教
育
』�

第
一
一
号
、�

一
九
四
八

年
七
月
一
日
発
行
に
「
東
宝
争
議
の
反
省
」
執
筆
）

　
　

芥
川
壽
夫　

�

中
国
新
聞
整
理
部
長
・
映
画
批
評
担
当
（『
労
園
』
第
三
号
、

一
九
四
七
年
一
二
月
二
〇
日
発
行
、『
読
物
中
国
』
第
四
巻
第

六
号
一
九
四
九
年
七
月
一
日
発
行
に「
続
日
本
映
画
貧
弱
物
語
」

執
筆
）

　
　

高
木
善
次　

�（「
善
次
」
で
は
見
当
た
ら
な
い
が
、「
高
木
善
治
」
で
は
、『
読

物
中
国
』
第
四
巻
第
六
号
、一
九
四
九
年
七
月
一
日
発
行
に
「
浪

曲
一
代
男
」
の
挿
絵
担
当
）

　
　

福
原
信
夫　

�

広
島
中
央
放
送
局
音
楽
係
（『
教
育
音
楽
』
第
四
巻
第
二
号
、

一
九
四
九
年
二
月
一
日
発
行
）

　
　

菅
近
芳
孝　

�

中
国
新
聞
社
事
業
部
長
（『
ラ
イ
ト
』
第
八
号
、
一
九
四
七
年

六
月
一
日
発
行
）

　
　

高
尾
弘
暉　

�

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
雑
誌
カ
ッ
ト
・
表
紙
絵
担
当
（「
弘
暉
」
で
は

見
当
た
ら
な
い
が
、「
高
尾
弘
輝
」
で
は
、『
郷
友
』
第
二
巻
第

七
号
、
一
九
四
七
年
九
月
一
日
発
行
な
ど
）

　
　

紺
野
耕
一　

�

中
国
新
聞
社
員
・
洋
画
家
（『
芸
備
教
育
』
第
九
号
、

一
九
四
八
年
三
月
一
五
日
発
行
）

　
　

梶
山
季
之

　

広
島
高
師
二
年
生
の
梶
山
以
外
は
、
映
画
・
音
楽
・
絵
画
な
ど
の
分
野
で
広
島

の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
社
会
人
で
あ
り
、
中
国
新
聞
社
の
社
員
が
四
人
い
る
。

　

坂
田
氏
の
記
憶
で
は
、《
実
際
は
梶
山
と
僕
の
二
人
で
作
っ
た
》《
表
紙
の
イ
ン

グ
リ
ッ
ト
・
バ
ー
グ
マ
ン
は
僕
の
趣
味
だ
っ
た
》
そ
う
だ
が
《
労
働
組
合
で
売
っ

て
や
る
と
の
こ
と
だ
っ
た（

４
）》

た
め
に
、
販
売
戦
略
と
し
て
中
国
新
聞
社
関
係
者
や

文
化
人
の
名
を
編
集
同
人
に
入
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
奥
書
に
よ
る
と
、
冊
子
と
同
名
の
会
社
か
ら
発
行
し
て
い
る
。
簡
単
な
届

け
で
会
社
の
設
立
が
で
き
た
時
代
だ
が
、印
刷
所
と
同
じ
所
在
地
か
ら
考
え
る
と
、

印
刷
所
に
看
板
を
掲
げ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
当
時
は
珍
し
く
な
か
っ

た
し
、
こ
の
三
年
後
に
梶
山
・
坂
田
が
出
版
し
た
作
品
集
『
買
っ
ち
く
ん
ね
ェ
』

の
発
行
所
・
文
芸
思
潮
社
も
会
社
の
実
態
は
な
か
っ
た
と
い
う（

５
）。

二
　
広
島
の
映
画
事
情

　

冊
子
が
発
行
さ
れ
た
一
九
四
九
年
に
広
島
市
内
に
あ
っ
た
映
画
館
二
〇
館（

６
）の

う

ち
、「
五
月
の
封
切
映
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
あ
る
映
画
館
は
一
一
館
。
こ
の
う

ち
東
洋
座
と
太
陽
館
が
ア
メ
リ
カ
映
画
、
福
屋
名
劇
と
日
本
劇
場
が
欧
州
映
画
、

他
七
館
が
日
本
映
画
（
東
宝
系
三
館
、
松
竹
系
二
館
、
大
映
系
二
館
）
で
あ
る
。

ま
た
立
地
地
域
は
、広
島
市
内
の
荒
神
町
・
的
場
町
・
堀
川
町
・
八
丁
堀
で
あ
り
、
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宇
品
の
港
劇
場
と
、
横
川
の
旭
劇
場
は
入
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
と

『
ス
ク
リ
ー
ン
ひ
ろ
し
ま
』
は
、
広
島
市
を
中
心
に
し
た
地
域
の
映
画
フ
ァ
ン
を

対
象
に
し
た
月
刊
誌
の
予
定
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

当
時
の
映
画
上
映
は
、
火
曜
日
か
ら
翌
月
曜
日
ま
で
の
一
週
間
単
位
で
、
封
切

日
か
前
日
の
新
聞
に
上
映
広
告
が
出
る
の
が
通
例
だ
っ
た
。
中
国
新
聞
で
は
広
島

市
一
三
館
、
呉
市
四
館
、
時
に
は
尾
道
、
岩
国
の
映
画
館
の
上
映
広
告
も
並
び
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
新
聞
で
上
映
映
画
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
た
め
映
画
情

報
誌
は
、
映
画
フ
ァ
ン
向
け
の
情
報
で
勝
負
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

川
西
恒
夫
編
集
人
は
「
創
刊
の
言
葉
」
で
、《
三
十
種
以
上
に
の
ぼ
》
る
映
画

雑
誌
が
あ
る
な
か
で
、
新
聞
の
全
国
紙
と
地
方
紙
の
よ
う
に
《
郷
土
文
化
の
向
上

に
い
さ
ゝ
か
な
り
と
も
寄
与
す
る
た
め
に
は
映
画
雑
誌
の
ロ
ー
カ
ル
版
が
あ
つ
て

も
い
ゝ
》
と
の
意
気
込
み
を
語
る
が
、
商
業
的
に
成
り
立
つ
見
込
み
が
あ
っ
て
の

発
刊
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
梶
山
た
ち
若
い
者
の
熱
意
に
引
き
ず
ら
れ
て
の
こ

と
だ
っ
た
の
か
。

　

当
時
の
映
画
館
入
場
料
は
冊
子
に
あ
る
東
洋
座
の
「
哀
愁
」
封
切
が
七
〇
円（

７
）。

前
年
三
月
の
東
洋
座
開
館
封
切
映
画
「
ア
ン
ナ
と
シ
ャ
ム
王
」
の
入
場
料
三
五
円（

８
）

が
既
に
二
倍
に
な
っ
て
い
る
イ
ン
フ
レ
と
は
い
え
、
一
二
頁
編
成
で
定
価
一
〇
円

は
、
割
高
感
が
否
め
な
い
。
さ
ら
に
上
映
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
当
時
の
新
聞
広
告
と

比
べ
る
と
、
封
切
日
が
ず
れ
て
い
た
り
、
月
の
後
半
は
違
う
映
画
が
か
か
っ
た
り

し
て
、月
刊
予
告
が
難
し
か
っ
た
事
情
が
伺
え
る
。『
ス
ク
リ
ー
ン
ひ
ろ
し
ま
』は
、

時
期
尚
早
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。

　

そ
の
後
の
広
島
発
の
映
画
雑
誌
は
、四
年
後
一
九
五
三
年
九
月
に
『
映
画
手
帖
』

が
二
一
館
の
上
映
予
告
を
掲
載
し
て
無
料
配
布
で
発
刊
、
三
号
（
一
一
月
号
）
か

ら
定
価
一
〇
円
で
一
万
部
を
発
行
、
の
ち
の
『
月
刊
レ
ジ
ャ
ー
広
島
』
と
合
わ
せ

て
通
算
五
〇
年
継
続
し
た
が
、
映
画
全
盛
期
の
昭
和
三
〇
年
代
前
半
に
追
随
し
た

そ
の
他
の
映
画
雑
誌
は
こ
と
ご
と
く
短
命
に
終
わ
っ
た（

９
）。

三
　
記
事
「
映
画
館
め
ぐ
り
」

　

巻
末
に
掲
載
し
た
「
映
画
館
め
ぐ
り
・
東
洋
座
（
廣
島
）」
は
（
Ｋ
）
の
署
名

の
覆
面
記
事
だ
が
、
後
年
の
梶
山
を
思
わ
せ
る
取
材
記
事
で
、
坂
田
氏
も
文
体
か

ら
梶
山
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
る

）
10
（

。
確
か
に
署
名
記
事
の
「
テ
ク
ニ
カ
ラ
ー
映
画
に

就
い
て
」（
本
文
七
一
五
字
）
よ
り
も
、「
映
画
館
め
ぐ
り
」
の
ほ
う
が
、
後
年
の

ト
ッ
プ
屋
時
代
の
梶
山
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

　

本
文
二
四
三
字
。
短
い
字
数
で
、
映
画
館
の
豪
華
さ
、
新
鋭
映
写
機
と
ベ
テ
ラ

ン
技
術
者
、
宣
伝
部
の
人
材
な
ど
を
手
際
よ
く
紹
介
す
る
歯
切
れ
の
よ
い
文
。
ま

た
座
席
数
や
売
上
額
も
押
さ
え
な
が
ら
、
支
配
人
の
「
中
国
一
の
映
画
館
」
と
の

自
慢
を
裏
打
ち
す
る
ゆ
っ
た
り
し
た
映
画
館
の
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
東
洋
座
は
、《
一
千
万
円
の
巨
費
を
投
じ
て
》
前
年
三
月
二
六
日
に
米
画

専
門
館
と
し
て
華
々
し
く
開
館
し
た

）
11
（

。
写
真
つ
き
「
映
画
館
め
ぐ
り
」
記
事
は
開

館
か
ら
一
年
あ
ま
り
後
の
隆
盛
ぶ
り
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の
年
の
一
二
月
八
日

に
火
事
で
全
焼
し
た

）
12
（

た
め
、紹
介
さ
れ
た
館
の
様
子
は
、貴
重
な
記
録
と
な
っ
た
。

四
　
梶
山
季
之
と
映
画

　

映
画
館
・
東
洋
座
の
三
階
サ
ロ
ン
は
、
焼
失
ま
で
、
広
島
ペ
ン
・
ク
ラ
ブ
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（
一
九
四
九
年
四
月
八
日
創
立
）
の
設
立
準
備
会
や
設
立
後
の
役
員
常
会
の
場
と

し
て
使
わ
れ
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
事
務
局
を
担
当
し
て
い
た
中
国
新
聞
の
金
井
利
博
記

者
が
、
東
洋
座
に
行
く
機
会
は
多
か
っ
た

）
1（
（

。
こ
の
後
間
も
な
く
、
梶
山
も
ペ
ン
ク

ラ
ブ
の
事
務
局
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
金
井
氏
と
も
強
い
信
頼
関
係
で
交
友
を

続
け
る
関
係
に
な
っ
て
い
く
が
、『
ス
ク
リ
ー
ン
ひ
ろ
し
ま
』
が
き
っ
か
け
の
一

つ
に
な
っ
た
と
の
推
測
も
成
り
立
つ
。

　

同
様
に
、
編
集
同
人
の
芥
川
壽
夫
や
紺
野
耕
一
な
ど
中
国
新
聞
社
関
係
者
、
紙

面
に
登
場
し
た
筒
井
綾
子
洋
裁
女
学
院
長
な
ど
、
そ
の
後
の
同
人
誌
『
天
邪
鬼
』

や
『
広
島
文
学
』
に
様
々
な
形
で
関
与
す
る
人
物
が
既
に
登
場
し
て
い
る
点
も
、

梶
山
が
築
い
た
人
脈
の
一
端
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
梶
山
作
品
で
は
、
高
師
在
学
中
の
短
編
映
画
シ
ナ
リ
オ
「
月
夜

）
1（
（

」
や
、

映
画
館
の
入
場
者
数
調
査
（
税
務
署
雇
い
）
の
ア
ル
バ
イ
ト
体
験
を
題
材
に
し
た

短
編
小
説
「
幻
聴
の
あ
る
風
景
」（
初
出
『
新
思
潮
』
一
五
号
、
一
九
五
六
年

一
一
月
発
行
）
に
映
画
知
識
が
反
映
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
長
編
小
説
「
虹
を
摑
む
」（
初
出
『
婦
人
画
報
』
一
九
六
四
年
九
月

号
～
六
五
年
一
二
月
号
連
載
）
で
は
、
移
動
映
画
を
携
え
て
農
村
を
回
っ
た
高
師

時
代
の
体
験
を
始
め
、
映
画
配
給
、
映
画
館
経
営
、
海
外
映
画
祭
な
ど
、
日
本
映

画
界
の
戦
後
の
復
興
と
隆
盛
を
時
代
背
景
に
し
て
、
映
画
界
で
活
躍
・
成
長
し
て

い
く
快
男
児
を
描
い
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
号
雑
誌
に
終
わ
っ
た
『
ス
ク
リ
ー
ン
ひ
ろ
し
ま
』
だ
が
、
坂
田
氏
は
こ
の
頃

の
梶
山
に
《
人
の
意
表
を
つ
く
ア
イ
デ
ア
や
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
企
画
力
、
し

か
も
臆
し
な
い
で
実
行
す
る
活
動
力
》
が
あ
り
、《
事
業
家
的
な
も
の
》
を
感
じ

た
と
回
想
し
て
い
る

）
1（
（

。
翌
年
に
創
刊
し
た
同
人
誌
『
天
邪
鬼
』
を
始
め
、
商
業
的

に
成
り
立
つ
同
人
雑
誌
発
行
を
目
指
し
て
い
た
梶
山
に
と
っ
て
、
雑
誌
の
編
集
・

出
版
と
販
売
ま
で
手
が
け
た
経
験
は
、
そ
の
後
の
活
動
に
活
か
さ
れ
た
は
ず
で
あ

る
。

　

梶
山
季
之
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
美
那
江
夫
人
が
編
集
し
た
『
積
乱
雲　

梶
山

季
之

－

そ
の
軌
跡
と
周
辺
』（
梶
山
美
那
江
編
集
、
季
節
社
発
行
、
一
九
九
八
年

二
月
）
の
中
に
、「
仕
事
の
年
譜
・
年
譜
の
行
間
」
と
し
て
、
一
九
四
八
年
以
降

の
作
品
名
・
初
出
掲
載
誌
紙
・
発
行
時
期
・
原
稿
枚
数
が
完
璧
に
近
く
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
「
年
譜
」
で
唯
一
作
品
が
空
白
と
な
っ
て
い
た
一
九
四
九
年
の

執
筆
と
な
る
『
ス
ク
リ
ー
ン
ひ
ろ
し
ま
』
は
、
一
九
歳
の
高
師
生
・
梶
山
季
之
を

捉
え
る
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

出
典

（
１
）
坂
田
稔
「
出
逢
い
と
別
れ
」
三
土
会
・
梶
山
グ
ル
ー
プ
編
『
積
乱
雲
と
と
も
に

－

梶
山
季
之
追
悼
文
集
』
一
二
一
～
一
二
四
頁
、
季
節
社
、
東
京
、
一
九
八
一
年
五

月
一
一
日
。
初
出
・
安
藝
文
學
同
人
会
編
『
安
藝
文
學
』
三
九
号
、
一
九
七
五
年

九
月
二
五
日
。

（
２
）�「
広
島
の
映
画
街
激
動
の
五
十
年
」
㈱
広
島
映
画
手
帖
社
『
月
刊
レ
ジ
ャ
ー
広
島
』

通
巻
五
九
〇
号
一
三
頁
、
二
〇
〇
二
年
九
月
号
参
照
。

（
３
）�

坂
田
稔
氏
よ
り
筆
者
宛
二
〇
〇
九
年
六
月
一
二
日
消
印
葉
書
に
よ
る
。

（
４
）�
二
〇
〇
九
年
五
月
三
一
日
筆
者
と
坂
田
氏
と
の
電
話
に
よ
る
。な
お
こ
の
電
話
は
、

梶
山
美
那
江
氏
の
仲
介
に
よ
る
。

（
５
）�

中
国
新
聞
一
九
五
九
年
一
一
月
二
五
日
付
六
面
「
物
語　

戦
後
・
広
島
文
芸
史
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著者名　　梶山季之が編集した『スクリーンひろしま』

三
八
」
で
は
、
発
行
所
・
文
芸
思
潮
社
の
住
所
を
「
東
京
・
尚
志
会
館
内
」
と
し

な
が
ら
、印
刷
人
の
名
は
広
島
刑
務
所
内
印
刷
所
代
表
者
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

《
こ
ん
な
発
行
所
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
は
し
な
い
》《
梶
山
好
み
の
〝
神
秘
捏
造
〟
と

い
う
ヤ
ツ
で
あ
る
》
と
し
て
い
る
。

（
６
）�

広
島
県
勢
要
覧
。

（
７
）�

中
国
新
聞
一
九
四
九
年
五
月
二
日
付
二
面
広
告
。

（
８
）�

中
国
新
聞
一
九
四
八
年
三
月
二
五
日
付
二
面
東
洋
座
竣
工
広
告
。

（
９
）�

久
村
敬
夫
『
ヒ
ロ
シ
マ
マ
ガ
ジ
ン
・
日
本
最
長
寿
タ
ウ
ン
誌
の
軌
跡
』
一
八
～

三
一
頁
、（
株
）ザ
メ
デ
ィ
ア
ジ
ョ
ン
、
広
島
、
二
〇
〇
八
年
八
月
。

（
10
）�

前
掲
坂
田
稔
氏
よ
り
筆
者
宛
葉
書
。

（
11
）�

中
国
新
聞
一
九
四
八
年
三
月
二
八
日
付
二
面
記
事
。

（
12
）�

中
国
新
聞
一
九
四
九
年
一
二
月
九
日
付
二
面
。
記
事
に
よ
る
と
、
一
二
月
八
日
未

明
に
東
洋
座
二
階
グ
リ
ル
か
ら
出
火
、設
備
機
材
を
含
む
二
〇
〇
坪
全
館
を
焼
失
、

福
屋
百
貨
店
の
隣
接
壁
面
損
壊
、
東
向
か
い
の
中
央
マ
ー
ケ
ッ
ト
一
棟
三
〇
〇
坪

な
ど
も
類
焼
し
、
損
害
額
約
四
千
万
円
の
大
火
と
な
っ
た
。

（
13
）�「
広
島
ペ
ン
・
ク
ラ
ブ
昭
和
廿
五
年
度
定
期
総
会
資
料
」、
広
島
大
学
文
書
館
所
蔵

「
平
和
学
術
文
庫
・
金
井
資
料
」。

（
14
）�

梶
山
季
之
『
梶
山
季
之
の
ジ
ャ
メ
ー
・
コ
ン
タ
ン
ト
』
四
九
～
五
九
頁
、（
株
）季

節
社
、
東
京
、
一
九
九
一
年
六
月
一
五
日
。
初
出
・
広
島
高
等
師
範
学
校
国
語
国

文
学
会
編
『
振
鈴
』
第
三
号
、
一
九
五
〇
年
三
月
。

（
15
）
前
掲
「
出
逢
い
と
別
れ
」。（

お
だ
　
た
か
み
・
広
島
大
学
文
書
館
事
務
補
佐
員
）

『
ス
ク
リ
ー
ン
ひ
ろ
し
ま
』
表
紙
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史料①

　映画の知識

　　　　テクニカラー映画に就いて

� 梶　山　季　之

　戦後日本にヘンリイ五世、石の花、シベリ

ヤ物語などの天然色映画が輸入、上映された

が、我々がこれらの天然色映画を見て感じた

のは、この天然色映画が従来の黒白映画にと

つて代つて映画の主流をなすであろうという

事であつた。

　アメリカなどでは、新作の長篇十本のうち

五本迄が天然色であり、漫画は全部天然色と

いう華やかさだ。ソ連も近頃しきりに製作し

ているが、近く封切られる「せむしのこうま」

そしてＹ・ライズマン監督の「汽車は東へ行

く」と云う二本が天然色である。

　天然色映画の最初のものは、1895年頃から

フランスで発表され始めた。これは一齣一齣

を丹念に手で染めたので、手染法と呼ばれて

いる。次に、切抜の型を当てゝ着色する型染

法が採用された。

　しかし、これらは、誠に原始的な方法で、

全くお粗末なものであつた。1908年に英国で、

レンズの前に赤と青の画像を視覚的に重ね合

はせるキネマカラーが発表されて以来、或い

は光学的に天然色を再現する各種の方法が各

国で発明、発表された。だがその中でも、一

番発達し精密的、総合的に育てゝ来たのは、

やはりアメリカであつた。

　1918年以来、研究と改良を重ねて完成され

た現在のテクニカラーは映画技術の最高を誇

るものであるといつても過言ではあるまい。

　始めの頃の赤、青の二原色を基礎にした方

法では、色彩感を充分に満足させる様な効果

を出す事は到底出来なかつたのだが、1932年

に三原色方法として面目を一新し、その後も

改良と進歩を加えて来たので、その素晴らし

さは大したものである。

　現在の日本に於ては経済的或いは技術的な

問題から天然色映画を製作する事は望めま

い。『新妻会議』でパート天然色が始めて試

みられたが、とても暗い感じのものであつた。

� 【注】原文は旧漢字を使用。

史料②

　映画館めぐり　東洋座（廣島）

　『なんといつても中国一の映画館はうちだ

よ』と檜垣支配人の鼻息は荒い、なるほど切

符を買つて正面の階段を昇り、広々としたロ

ビーで『ピース』でも喫つて開幕のベルで椅

子につきスマートなハリウツド調にほゝえむ

のもオツなもの、階下900、階上300、それに

スペツシヤルルーム32の椅子席。映写機はニ

ツセイＫ8型の新鋭を大久保、大谷のベテラ

ンが装作するだけあつて映写効果は満点。宣

伝部のスタフは元セントラル名古屋支社で快

腕をふるつた稲富、巣守の両氏。こゝの一ケ

月の興収平均150万円も中国一だそうだ。

� ………（Ｋ）

� 【注】原文は旧漢字を使用。


